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	沖小だより
	クラス会議がひらく「自治の力」　
	　本校に愛知教育大学の深見太一先生をお招きし、ゲス
	トティーチャーとして「クラス会議」の授業をしていた
	だきました。３時間目から６時間目まで、４つの学年で
	実施していただき、放課後には教職員向けの校内研修も
	行っていただきました。
	　クラス会議とは、子どもたちが自分たちの悩みや困り
	ごとを持ち寄り、対話を通して解決策を考えていく取組
	です。
	　クラス会議には多面的な教育的効果があるそうです。
	批判や否定をしない約束のもとで対話を重ねることで、
	失敗を恐れず発言できる安心感が育ち、いじめや不登校
	の予防にもつながります。また、困りごとをみんなで多
	角的に考え、自ら解決策を選び、実践し、振り返るプロ
	セスは、子どもたちの考える力を鍛えてくれます。そし
	て何より、友達の多様な考えや悩みに触れることで、違
	いを認め合い、相手の気持ちに寄り添う力も自然と身に
	ついていきます。
	　次期学習指導要領が示す方向性の一つに、「当事者意

	識を持って、自分の意見を形成し、対話と合意ができ
	る」という力があります。クラス会議は、自分たちの課
	題を自分たちで議論し決定していく実践であり、この力をまさに日々の学級生活の中で育んでいくものだと感じています。誰かに決めてもらうのではなく、自分たちで考え、話し合い、決めていく。そうした小さな積み重ねを大切に、子どもたちの中の「自治の力」を育てていきたいと思います。


	教育新聞社の取材を受けました！

	「えほんのひろば」で見つけた本との出会い
	に選び、思い思いのスタイルで本と向き合ってい
	ました。　

	「休む」ことも大切な学びです！おひるねゴロゴロタイム始まります！
	が、フリースペースやAL教室で10～15分ほど、横


